
生成 AI 退院サマリー研究計画書 第 1 版 2026 年 8 月 7 日 – 1 – 

研究に関する情報公開文書（オプトアウト文書） 

藤田医科大学病院で 2025 年 1 月または 2026 年 1 月に退院された患者さんへ 

研究課題名：生成 AIによる退院サマリー作成支援機能導入前後における JCI必須記

載項目達成率の比較：単施設後ろ向き観察研究 

藤田医科大学病院では、医学・医療の質向上を目的として、通常診療で作成された

退院サマリーを用いた研究を実施します。この研究は、診療の過程ですでに得られ

ている情報のみを用いるため、対象となる患者さんに新たな検査や治療をお願いす

ることはありません。 

1. 研究の目的 

当院では、退院サマリーの下書きを生成 AIが作成する支援機能を導入しています。

本研究では、この機能の導入前後で、当院が JCI基準に基づき定めている退院サマ

リーの必須 7項目がどの程度記載されているかを比較し、生成 AI作成支援機能が退

院サマリーの記載の網羅性向上に関連するかを検討します。 

2. 対象となる方 

2025年 1月 1日～1月 31日、または 2026年 1月 1日～1月 31日に藤田医科大学病

院で退院サマリーが作成された方が対象です。予定する退院サマリー件数は、2025

年 1月 2,565件、2026年 1月 2,721件です。 

3. 利用する情報 

・確定版退院サマリーにおける JCI必須 7項目の記載の有無 

・対象期間（2025年 1月または 2026年 1月） 

・2026年 1月については、生成 AI作成支援機能の利用有無 

氏名、患者 ID、生年月日、住所など、個人を直接特定できる情報を研究用解析デー

タに転記しません。 

4. 研究方法 

研究担当者が、電子カルテ等に保存されている既存の退院サマリーを確認し、JCI必

須 7項目の記載の有無を評価します。2025年 1月と 2026年 1月を比較するととも

に、2026年 1月については生成 AI利用あり群と利用なし群でも比較します。 

5. 個人情報の保護 

診療情報の閲覧は、必要なアクセス権限を有する研究担当者が院内システム上で行

います。研究用解析データには直接識別子を含めず、研究成果は個人が特定されな

い集計結果として公表します。 

6. 研究への利用を希望されない場合 

ご自身の診療情報を本研究に利用することを希望されない場合は、下記の問い合わ

せ先までお申し出ください。お申し出によって診療上の不利益を受けることはあり

ません。研究利用の停止が可能な段階であれば対象から除外します。ただし、すで
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に個人を特定できない形で集計・解析された後や、研究結果が公表された後など

は、情報を個別に取り除くことができない場合があります。 

情報公開・拒否受付期間：倫理審査委員会承認日 ～ 2027年 3月 31日 

7. 研究資金・利益相反 

本研究のための研究費は使用せず、外部から研究資金、物的・人的支援を受けませ

ん。利益相反については藤田医科大学の規程に従って適切に申告・管理します。 

8. 研究結果の公表 

研究結果は、個人が特定されない形で学会や学術誌等に発表する予定です。 

9. 研究責任者・問い合わせ先 

研究責任者：藤田医科大学 医学部内分泌・代謝・糖尿病内科学講座 鈴木敦詞 

連絡先：℡056293242 Fax 0562951879 （月曜日～金曜日 10：00－16：30）  

 

研究期間：倫理審査委員会承認日 ～ 2027年 3月 31日 

試料・情報の管理について責任を有する者の氏名：藤田医科大学 学長 岩田 仲生 

 


